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7. 	 Heterogenecity of Collagenase 
中村勉(千大) 
R.A.関節液の Collagenaseは， 2種類存在する事
が分った。 Hyaluronidase処理・硫安塩折後 Sephaclex 
G 200 mchromatography にかけると， 7万と 4万の異
なった分子量の Collagenaseが得られた。BlueDex-
tran Sepharose-4 BA伍nity，Collagen Gel A伍nity 
chromato， 1mmunoabsorbent colum (Antihuman 
serum antibocly conjugatecl to Sepharose-4 B) を経
て puri五cationをした。 D1SC電気泳動及び 1 %10n 
Agar No. 2の電気泳動で，明らかな移動の差を見つ
けた。 
8. 	 ハローペルピック装置による脊柱変形矯正の力学
的解析について 
0高橋和久，村田忠雄(千大)
千葉大式ハローペノレピック装置を装着した 5名の側轡
症患者につき，その伸長力の短期的及び長期的変化を観
察した。測定には予めパネ定数を検定した 4個のパネを
用い，その短縮からハローベノレピック装置全体の伸長カ
を算定した。短期的(1日測定)には伸長力は指数関数
的に緩和をおこし，長期的には緩和を繰り返しながら漸
時増加し，その緩和量も徐々に減少した。また，その減
少に伴い，各種神経症状の発現が見られた。 
9. 	 Arthrogryposisを伴なった高度側轡症の 1例 
0佐々木健，宮坂斉，勝呂徹
(千大) 
Arthrogryposis multiplex congenitaは1841年 Qtto
の記載に始まり多くの報告がなされているが，本症に合
併した高度側轡症に対する治療についての報告はまれで
ある。我々は Cobb法で 1050 の高度側轡症に対して 
Hallo-pelvic distruction，Wedge osteotomy，Harr-
ington instrumentationの three stagecl operation 
を行ない，パランスの改善はみたが，矯正率は約33%で
必ずしも満足すべき結果で、はなかった。これについて治
療上の問題点も含めて些かの知見を加え報告した。 
10.成長に伴う脊柱の形成と変形

-脊柱変形ラットの硬組織学的検索一
 
0円井芳晴，栗原真，後藤澄雄
大塚嘉則(千大)
霜礼次郎(霜整形)
成長に伴う脊椎の形成過程を検索するために，先天的
に脊;惟の奇形を有する石橋ラットに硬組織ラベリング法
を応用した。ラットは腰椎部が癒合し後側轡を呈してお
り， in vivoで2種のラベリング剤を投与し，屠殺後非
脱灰研磨標本を作製した。正常な脊椎では骨組織が力学
的影響を反映して形成と吸収が行なわれ，脊椎管腔が拡
大する方向に移動しているのが観察された。奇形部では
脊椎管1'空が一定の広さを保ちながら変形は増強すると考
えられた。 
11.軽度脊柱側轡の自然経過について 
0篠遠彰，大塚嘉則，鈴木弘
磯辺啓二郎，新井貞男(千大)
猫塚義夫(札幌医大) 
100 以上の軽度側轡を有する者で， 1年以上の経過観
察しえた71例につき， その進行状況を報告した。結果
は，悪化群19f9"ij， うち12ヶ月以内に増悪した者 6例，不
変群26例，改善群14例，不定群12例であった。カーブパ
ターン，側母角度， rotation，wedging，R. V. A. な
どX線上の特徴と， iliac apophysis，初j朝年齢，脊柱の
伸び率などの成長と，側轡進行との関係につき検討を加
え，一定の傾向を知りえた。 
12.特発性側脅症椎間板の病理組織学的組織化学的検
索 
0中村哲雄，松井宣夫，大塚嘉則
北原宏(千大) 
Dwyer手術時に採取した特発性側轡症9例の椎間板
と比較し，病理組織学的検索を行った。結果は， 1)側
母症椎間板では対照椎間板と比較して，軟骨板，線維輸
に差は認められないが，髄核では脊索の遺残が多い。
2)側智症椎間板では軟骨板の基質の変性，髄核細胞の
減少が頂椎部を中心にみられる。 3)髄核の脊索細胞
は，角度の強い方にまた Rotationの弱い方に遺残が多 
、。ν
13. Pseudoachondroplasiaと思われる 1例 
0鎌田栄(富山日赤)
辻陽雄，小林健一(富山医薬大) 
Achondroplasiaに類似した32歳の女性で， 腰痛と両
下肢痛を主訴とし，脊柱管狭窄症の診断で，腰椎椎弓切
除術を施行するも改善しない 1例を経験した。
身長127.5cm， 上下節比1.55の四肢短縮型の小人症
で，①遅い発症 (10歳頃)， ②顔面，頭部に異常所見は
ない，③全身の骨の metaphys is -ep iphys is の破壊性
